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１． はじめに 

 RNAサイレンシングとは RNAを介して起こる遺伝子のサイレンシング現象の総称である。植物育

種においては，RNA サイレンシングを利用した特定の遺伝子のノックダウンにより，花色の改変や

作物の成分改変，遺伝子機能の同定等が行われてきた。一方，植物に導入した外来遺伝子に対して

予期せぬ RNAサイレンシングが起き，目的の形質が付与できないことが起こりうる。そのため，RNA

サイレンシングの誘導機構を解明することは，遺伝子組み換えを利用した育種技術の向上に貢献す

るものと考えられる。現在までに，RNA サイレンシングの誘導に関わる複数の要因が指摘されてい

るが，その誘導を決定づける条件や因子に関する統合的な理解はなされていない。そこで本研究で

は，ペチュニアのカルコン合成酵素遺伝子(CHS-A)に関する 2 種類の DNA コントラクトをもつシロ

イヌナズナ形質転換体や，シロイヌナズナの CHS遺伝子を過剰発現させたシロイヌナズナ形質転換

体を用いて，コサプレッションを含む，RNAサイレンシングの動態や誘導条件について調べた。 

２． 方法 

 ペチュニアの CHS-A 遺伝子に関する異なる DNA コンストラクトを持つシロイヌナズナを交配し，

親世代，F1世代，F2世代での CHS-A遺伝子の発現解析およびメチル化解析，short interfering RNA 

(siRNA)の検出を行った。また，シロイヌナズナの CHS遺伝子の cDNAを過剰発現させる DNAコンス

トラクトを導入したシロイヌナズナにおいて，スクロース処理によってアントシアニン合成が誘導

されることを利用することで，この遺伝子の RNAサイレンシングの誘導を検出し，その動態を調べ

た。 

 ３．結果と考察 

 ペチュニアの CHS-A遺伝子を導入したシロイヌナズナの交配後代の集団において，CHS-A遺伝子

の RNA量やエピジェネティックな修飾の状態の変化が検出された。交配後代の集団間で RNAサイレ

ンシングの動態は異なり，この差異は交雑親として用いた系統の違いによるものであることが示唆

された。さらに，世代間でも CHS-A遺伝子の RNA量や，siRNAの産生の有無，エピジェネティック

な修飾に変化が生じる場合があることが明らかとなった。また，シロイヌナズナの CHS遺伝子の過

剰発現によって種子や葉における表現型に変化が生じ，RNA サイレンシングが誘導されていること

が示唆された。 

 ４．まとめ 

 本研究ではペチュニアの CHS-A遺伝子とシロイヌナズナの CHS遺伝子を対象に，形質転換シロイ

ヌナズナを用いて RNAサイレンシングに関する研究を行った。観察された RNAサイレンシングの動

態は，DNA コンストラクトや系統の違いと関連し，多様であった。得られた知見をこれまでのペチ

ュニアにおける RNAサイレンシングに関する知見と合わせることで，RNAサイレンシングの機構解

明に貢献することが期待される。 


